



























































Observations of Nature and Lesson Practice for the Field of Biology



























　本実践は 2019 年 4 月から 7 月までの 1 学期間の植
物授業において、本校の 1 年生 8 クラス 312 名を対象
に行ったものである。本報告では、その中でもスケッ
チ指導に特に力を入れた「第 1 時限目」、「第 2 時限目」、
そして第 2 時限目の疑問をかき消すべく行った「第 4
時限目」、さらに集大成として行った「家庭学習」の
実践を中心に紹介する。なお、7 月までの植物分野の
授業おいては、約 8 割以上の授業で 1 つ以上のスケッ
チを行った。



















































































































































































































































「解決力」が 5 月の段階において 2018 年度の 52.0％に
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